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This paper aims at reconsidering the Xianbei archaeology of the northern 
frontier of China from the 1st century B. C. to the 5th century A. D. Archaeological 
sites which were tinged with nomadic artifacts have been attributed to Xianbei tribe. 
This viewpoint depended on the Chinese historical documents, and the results of 
archaeological excavations were also understood according to this assumption. In 
order to reconsider this assumption, the author chose metal personal ornaments as 
the research objects, studying their distributions and developments. 
Based on the changes of pottery composition, the author recognized two 
periods in the history of Xianbei. The first is named Proto-Xianbei period, in which 
metal personal ornaments are distributed fundamentally on the Mongolian plateau. 
However, the two types of belt, furnished with plaques of winged horse and 
galloping horse, are found along the line N. Lat.40 from Siberia to Northern China. 
In conclusion, Proto-Xianbei’s metal ornaments are complicated. 
The second period includes the Northern Wei and Three Yan period. All kinds 
of metal ornaments of Northern Wei dynasty are different from those of the first 
period, making their appearance first at this second period. Some of the new types 
were common to Central Asian materials. These ornaments were used until Tang 
dynasty. 
Metal ornaments from the Three Yan dynasties originated from 4 different 
regions; Six Dynasties, Manchuria, Mongolia and indigenous Three Yan territory. 
People amalgamated those 4 different styles together and created their own types of 
metal ornaments, characterized with unique forms and compositions.  
 
５ 論文審査の結果の要旨 
 大谷育恵の論文は、紀元前１世紀から後５世紀における中国北辺のいわゆる鮮卑の遺跡から
出土する金属製装身具を考察したものである。第Ⅰ部では、現在の鮮卑考古学のあらましを述
べ、その問題点を指摘する。第Ⅱ部では、金属製装身具について具体的に述べ、その考察を行
っている。 
中国北辺の一連の遺跡を鮮卑のものと定め、鮮卑考古学ともいうべき分野を創始したのは
宿白である。彼は 1970年代に発表した論文で、鮮卑を東部鮮卑と拓跋鮮卑に分け、また拓跋
鮮卑の遺跡を初期拓跋鮮卑と代魏期に分けた。そして文献資料と照合させて、拓跋鮮卑が大興
安嶺に近い地域から洛陽まで南遷した道筋を考古学的に解釈した。鮮卑とみられるこの種の遺
跡が増加した現在においても、大筋ではこの宿白の説が基礎となっている。第Ⅰ部ではこの状
況を述べ、問題点として特に初期鮮卑の場合の考古学資料と民族比定の難しさを指摘した。ま
た初期鮮卑と平城期との間の、考古学的文化の連続性が証明されていないことを述べている。 
第Ⅱ部では、鮮卑考古学を初期鮮卑、および、代魏以降と三燕、という２時期に区分して、
具体的に装身具の型式分類、分布などについて論じている。 
初期鮮卑では、耳飾、牌飾、帯金具について分析を行い、装身具が内蒙古高原に分布の中
心を持つこと、帯金具は、南シベリアから吉林省まで南北に広く分布することを指摘した。ま
た代魏以降では頭飾、耳飾、頸部飾、指輪を、三燕の装身具では歩揺や金璫などの頭飾、耳飾、
頸部飾、帯飾、牌飾を取り上げて考察した。そしてそれらが、この時期にはじめて出現して隋
唐時代まで継続すること、また耳飾や指輪の一部は西方と、頸部飾は北方と、三燕の頭飾は南
方と関連を持つことを指摘している。 
鮮卑とされる遺跡で発見される金属製装身具について、これほど広く資料を集め、詳細に
分析を行った論文は初めてである。装身具に関して、二つの時期が明確に分けられることを明
らかにしたのは功績であろう。また指輪や代魏期の耳飾、三燕の頭飾など、いわゆる鮮卑遺跡
の範囲を超えて分布するものについての考察は、鮮卑文化の内容を考える上に重要である。 
難を言えば、南遷問題など鮮卑考古学の諸問題の解決に、今回の装身具の分析の結果が直
接的にどこまで寄与できるかが、いささか曖昧なことである。しかしそれは、著者自身も述べ
るように、地域ごとの編年作業を進めていくほかないであろう。この装身具の研究は、今まで
にない精緻な内容を持ったもので、明らかになったことが多く、鮮卑文化の研究に対する貴重
な貢献である。博士論文の水準に十分達していると、審査員全員の意見が一致した。 
